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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

古
屋
場
所
の
新
弟
子
検
査
に

一
人
の
応
募
も
な
か
っ
た
と

い
う
▼
相
撲
に
大
切
な
こ
と

を
尋
ね
ら
れ
た
白
鵬
は
「
耐

え
る
こ
と
」
と
答
え
た
。
部

屋
で
は
上
の
者
に
服
従
し
、

理
不
尽
に
シ
ゴ
か
れ
て
も

「
ご
っ
つ
ぁ
ん
で
す
」
と
受

忍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
相

撲
界
▼
理
解
に
苦
し
む
行
為

も
「
耐
え
る
こ
と
」
だ
け
し

か
教
え
ら
れ
な
い
異
国
か
ら

き
た
若
者
に
、
果
た
し
て

「
規
律
と
品
性
を
重
ん
じ
る

相
撲
社
会
」
が
ど
う
映
っ
て

い
る
か
、
こ
れ
で
外
国
人
力

士
の
人
格
が
「
ま
と
も
」
に

育
つ
の
だ
ろ
う
か
▼
「
根
性

だ
、
体
力
だ
」
「
技
術
は
盗

め
」
と
の
考
え
の
方
を
押
し

つ
け
る
構
図
と
相
通
じ
る
。

部
下
に
対
す
る
説
明
責
任
を

果
た
さ
な
い
上
司
が
部
下
を

追
い
つ
め
て
し
ま
う
。

謹
慎
２
場
所

の
処
分
が
下

っ
た
「
朝
青

龍
事
件
」
の

陰
に
隠
れ
た

形
だ
が
、
名

■
新
役
員
紹
介
■

【
中
央
執
行
委
員
長
】

山
口
潤
一
郎
（
東
京
南
）

【
副
中
央
執
行
委
員
長
】

芦
田
　
　
力
（
兵
庫
県
）

阿
部
　
富
治
（
埼
　
玉
）

岡
田
　
俊
明
（
東
京
南
）

藤
平
　
和
良
（
東
京
東
）

八
代
　
　
司
（
東
京
中
）

【
書
記
長
】

長
谷
川
　
健
（
南
大
阪
）

【
書
記
次
長
】

山
本
　
浩
二
（
千
葉
県
）

【
中
央
執
行
委
員
】

小
野
　
吉
晴
（
道
　
中
）

佐
藤
　
　
勉
（
宮
城
県
）

大
野
　
　
亙
（
埼
　
玉
）

真
貝
　
正
治
（
埼
　
玉
）

中
島
　
計
衛
（
埼
　
玉
）

井
ノ
上
繁
利
（
東
京
中
）

岡
澤
　
利
昭
（
東
京
東
）

小
田
川
豊
作
（
東
京
中
）

蔵
原
　
保
一
（
東
京
東
）

田
山
　
文
武
（
東
京
南
）

豊
田
　
啓
子
（
三
多
摩
）

一
森
　
進
治
（
神
奈
川
）

田
中
　
久
則
（
岐
　
阜
）

澤
田
　
孝
司
（
富
　
山
）

松
本
　
純
治
（
東
大
阪
）

前
川
　
幸
徳
（
愛
　
媛
）

中
尾
　
清
次
（
福
　
岡
）

【
会
計
監
査
委
員
】

北
村
　
満
男
（
埼
　
玉
）

石
井
　
　
悟
（
東
京
西
）

■
来
賓
■
【
国
公
労
連
】
山
崎
秀
弘
中
央
執
行
委
員
　
　

【
全
税
関
】
古
木
名
正
信
書
記
長

【
日
本
共
産
党
】
佐
々

木
憲
昭
衆
議
院
議
員

【
沖
縄
国
公
労
全
税
支
部
】

垣
花

譲
二
委
員
長

【
全
国
税
Ｏ
Ｂ
会
】
難
波
武
久
会
長

■
メ
ッ
セ
ー
ジ
■
「
国
金
」
ほ
か
53
団
体
・
個
人

【
統
制
委
員
会
議
長
】

増
山
　
満
樹
（
東
京
南
）

■
退
任
さ
れ
た
役
員
■

【
中
央
執
行
委
員
】

中
津
　
　
修
（
道
　
南
）

鈴
木
　
　
仁
（
宮
城
県
）

川
上
　
正
二
（
埼
　
玉
）

水
村
　
芳
則
（
埼
　
玉
）

木
村
　
和
由
（
東
京
東
）

西
村
　
幸
一
（
千
葉
県
）

倉
屋
　
賢
二
（
愛
　
知
）

上
田
　
　
孝
（
東
大
阪
）

【
統
制
委
員
会
議
長
】

熊
谷
　
邦
雄
（
東
京
東
）

自
己
紹
介
を
か
ね
て
私
の
好
き
な
小
説
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

感
銘
を
受
け
た
の
は
、
利
益
第
一
の
経
営
陣
が
引
き
起

こ
し
た
航
空
機
事
故
を
糾
明
す
る
労
組
委
員
長
を
描
く

『
沈
ま
ぬ
太

陽
』
（
山
崎

豊
子
）。

夢
中
で
読

ん
だ
の
は
ソ

連
上
空
で
墜

落
し
た
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
出

身
の
兵
士
が

徒
歩
で
シ
ベ
リ
ア
を
経
由
し
て
帰
還
す
る
サ
バ
イ

バ
ル
『
シ
ベ
リ
ア
の
孤
狼
』（
ル
イ
ス
・
ラ
ム
ー

ア
）
や
ア
イ
ヌ
の
た
た
か
い
と
悲
哀
を
描
く
『
荒

蝦
夷
』（
熊
谷
達
也
）。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
日
本
人

の
衿
持
と
心
意
気
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
『
あ
か
ね
空
』

（
山
本
一
力
）
等
が
好
き
で
す
。

退
職
さ
れ
た
先
輩
が
「
職
場
が
つ
ま
ら
な
く
な

っ
た
、
再
任
用
は
し
な
い
。
若
い
人
た
ち
が
可
哀

相
だ
」
と
言
い
残
さ
れ
た
言
葉
が
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。

み
な
さ
ま
と
一
緒
に
、
誇
り
あ
る
仕
事
が
で
き

る
職
場
、
職
員
一
人
ひ
と
り
を
大
事
に
す
る
職
場
、

明
る
く
楽
し
い
職
場
を
め
ざ
し
頑
張
り
ま
す
。

き
事
態
を
棚
上
げ
し
、
何
が

「
あ
り
方
の
検
討
開
始
」
か

▽
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
の
「
検

討
」
は
絶
対
に
許
せ
な
い
。

い
ま
だ
情
報
提
供
以
外
の
理

由
し
か
言
わ
な
い
密
室
・
秘

匿
の
「
検
討
」
は
言
語
道
断

▽
確
申
期
の
昼
休
み
時
間
帯

に
相
談
業
務
を
や
ら
せ
た
い

意
図
は
ミ
エ
ミ
エ

│
│
平
常
業
務
に
お
け
る

昼
休
み
時
間
確
保
措
置
（
裏

面
に
掲
載
）
を
求
め
、
確
申

期
昼
休
み
時
間
帯
の
相
談
押

し
つ
け
に
断
固
反
対
す
る
意

思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

●
深
刻
な
パ
ワ
ハ
ラ
●

▽
（
大
会
議
長
の
携
帯
電

話
に
）
副
署
長
が
１
統
を
す

ご
い
剣
幕
で
怒
鳴
る
、
周
り

に
嫌
な
思
い
が
充
満
中
　
▽

「
パ
ワ
ハ
ラ
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
知
ら
な
い
の
は

管
理
者
の
み
、
そ
う
し
た
管

理
者
は
評
価
を
下
げ
る
こ
と

に
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
当
局

幹
部
も
い
る
が
、
ご
く
一
握

り
　
▽
部
下
に
説
明
責
任
を

果
た
さ
ず
、
周
り
が
不
快
感

を
示
し
て
も
無
感
覚
・
無
視

の
管
理
者
に
は
レ
ッ
ド
カ
ー

ド
の
取
り
組
み
が
必
要

│
│
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
張

り
、
根
絶
に
む
け
た
取
り
組

み
を
緊
急
に
強
化
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
全
国
税
敵
視
・
差
別

不
当
労
働
行
為
問
題
●

職
場
の
怒
り
を
か
っ
た
名

古
屋
局
の
「
メ
ー
ル
誤
送
信

事
件
」
、
犯
罪
労
務
政
策
そ

の
も
の
と
し
て
徹
底
追
及
す

る
東
海
地
連
の
熱
気
が
会
場

に
伝
わ
り
、
庁
全
体
の
犯
罪

的
労
務
管
理
問
題
と
し
て
、

長
官
の
責
任
も
追
及
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

７
月
人
事
で
26
期
生
上
席

を
誰
一
人
と
し
て
ポ
ス
ト
発

令
せ
ず
、
今
後
は
「
50
歳
代

後
半
の
上
席
に
は
発
令
は
し

な
い
」
と
い
う
、
意
図
的
で

非
情
な
姿
勢
が
際
立
っ
て
い

ま
す
。

な
る
「
昼
休
み
時
間
の
窓
口

業
務
の
あ
り
方
検
討
問
題
」

に
つ
い
て
議
論
が
集
中
。

▽
従
事
者
の
時
間
管
理
は

不
徹
底
そ
の
も
の
、
休
憩
場

所
も
確
保
さ
れ
な
い
実
態
は

各
署
共
通
。
即
刻
是
正
す
べ

若
い
職
員
か
ら
全
国
税
を

見
た
ら
、
差
別
を
さ
れ
、
自

分
の
時
間
も
返
上
し
活
動
し

て
い
る
「
気
色
悪
い
集
団
」

の
よ
う
に
映
る
場
合
も
。
反

面
、
何
故
な
の
か
も
聞
き
た

い
気
持
ち
も
持
っ
て
い
る
。

自
然
体
で
、
あ
り
の
ま
ま

話
せ
ば
、
相
手
も
共
感
を
持

ち
話
も
は
ず
む
。
若
い
職
員

と
全
国
税
と
の
間
に
「
壁
」

は
な
い
と
実
感
し
て
い
る
。

社
会
的
な
こ
と
に
興
味
を

持
つ
青
年
は
多
く
、
付
き
合

っ
て
も
な
ん
ら
ギ
ャ
ッ
プ
は

な
い
。
全
国
税
の
機
関
紙
も

よ
く
読
ん
で
く
れ
て
い
る
。

自
分
が
全
国
税
を
選
択
し

た
時
の
話
や
、
ど
ん
な
思
い

で
組
合
活
動
を
し
て
い
る

か
、
そ
ん
な
話
を
相
手
は
興

味
深
く
聞
い
て
く
れ
る
。

こ
ち
ら
が
率
直
に
「
入
っ

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
れ
ば
、

障
害
も
低
く
な
り
、
新
し
い

関
係
が
生
ま
れ
て
く
る
。

労
働
組
合
運
動
に
ミ
ラ
ク
ル
な
し
、

地
道
な
活
動
の
重
要
性
を
確
認
し
た
大
会

「
貧
困
と
格
差
」
拡
大
に
対
す
る
国
民
の
怒
り
を
追
い
風
に
、
世
論
が
政
治
を
変

え
る
新
し
い
扉
が
開
か
れ
る
中
、
全
国
税
は
８
月
24
日
か
ら
３
日
間
、
東
京
都
内
で

第
65
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
職
場
世
論
を
結
集
し
、
連
帯
の
力
で
ゆ
と

り
と
誇
り
の
持
て
る
職
場
」
を
実
現
し
、
国
民
的
運
動
に
も
積
極
的
に
結
集
す
る
運

動
方
針
を
確
立
、
こ
の
運
動
の
先
頭
に
た
つ
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

●
一
元
化
試
行
実
態
●

調
査
・
徴
収
事
務
量
の
確

保
が
強
調
さ
れ
て
い
る
状
況

と
あ
わ
せ
、
一
元
化
試
行
実

態
も
各
地
の
報
告
で
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。

▽
机

上
の
計
画
と
運
営
で
現
場
は

混
乱
、
「
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き

て
も
い
い
、
現
場
で
対
応
せ

よ
」
と
無
責
任
な
当
局
対
応

が
横
行
　
▽
出
身
部
門
の
仕

事
し
か
で
き
な
い
の
が
実
態

で
、
千
手
観
音
や
ス
ー
パ
ー

マ
ン
の
よ
う
な
仕
事
ぶ
り
を

求
め
ら
れ
て
は
心
身
は
持
た

な
い
　
▽
専
門
分
野
以
外
の

仕

事

は

難

し

く
、
「
仲
間
わ

れ
」
を
起
こ
し

か
ね
な
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
　
▽

一
元
化
の
波
が
相
談
室
に
押

し
寄
せ
、
電
話
相
談
は
急
増
、

分
室
集
中
化
に
よ
り
単
身
赴

任
や
遠
距
離
通
勤
が
拡
大

│
│
討
論
を
通
じ
、
内
部

事
務
一
元
化
が
人
減
ら
し
の

た
め
の
「
合
理
化
」
で
あ
る

限
り
反
対
し
て
い
く
方
針
を

固
め
ま
し
た
。

●
地
獄
の
確
申
期
●

▽
埼
玉
県
下
で
は
外
部
合

同
会
場
は
納
税
者
が
あ
ふ

れ
、
苦
情
の
電
話
と
会
場
か

ら
署
に
押
し
寄
せ
る
人
で

「
出
る
も
地
獄
残
る
も
地
獄
」

状
態
、
超
勤
も
連
日
３
時
間

近
く
に
　
▽
千
葉
県
下
で
は

定
時
退
庁
日
を
除
く
「
２
・

３
・
３
・
２
」
な
ど
週
10
時

間
超
勤
が
ま
ん
延
す
る
事
務

運
営
に
　
▽
職
員
も
納
税
者

も
立
ち
っ
放
し
、
質
問
だ
け

答
え
る
巡
回
指
導
に
不
信
感

が
増
大
、
職
員
も
納
税
者
も

心
身
は
ク
タ
ク
タ
に

│
│
今
年
は
な
ん
と
か
不

幸
な
事
態
を
く
い
止
め
た

が
、
「
１
人
の
死
者
、
病
人

も
出
さ
な
い
」
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
握
っ
て
放
さ
な
い
重
要
性

が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
昼
休
み
保
障
問
題
●

こ
の
秋
の
焦
眉
の
課
題
と

職
場
全
体
の
処
遇
の
底
上

げ
・
改
善
の
鍵
と
な
る
全
国

税
差
別
の
撤
廃
を
迫
っ
て
い

く
意
思
統
一
も
し
ま
し
た
。

人減らし｢合理化｣である限り一元化には反対

山
口
新
委
員
長
、
抱
負
を
語
る

挨
拶
を
行
な
う
山
口
潤
一
郎
新
委
員
長

青
年
は
全
国
税
に
興
味
津
々

「
壁
」
も
な
く
話
題
共
有
で
き
る

提
案
す
る
長
谷
川
書
記
長

兵庫　田中代議員

東京　田山オブ
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れ
、
「
そ
れ
は
無
理
」
と

言
い
た
く
て
も
じ
っ
と
耐

え
て
ス
ト
レ
ス
は
溜
ま
る

一
方
。
そ
の
上
、
仕
事
は

増
え
る
が
「
効
率
化
」
の

名
で
人
は
減
ら
さ
れ
続
け

て
…
。
「
何
と
か
し
て
」

と
悲
鳴
が
聞
こ
え
ま
す
。

顧
問
先
斡
旋
は
や
め
ろ
！

【
関
信
・
埼
玉
支
部
】

天
下
り
批
判
の
中
、
こ

の
職
場
の
悪
し
き
風
習
と

し
て
「
顧
問
先
斡
旋
」
が

あ
る
。
全
国
で
５
０
０
名

の
対
象
者
が
い
た
が
斡
旋

を
受
け
な
か
っ
た
退
職
者

は
僅
か
21
名
。
関
信
局
で

は
33
名
中
た
っ
た
１
名
だ

っ
た
（
06
年
７
月
退
職
、

全
国
税
関
信
地
連
調
べ
）。

退
職
後
は
、
自
分
の
力
で

税
理
士
を
開
業
す
る
な
り

就
職
先
を
探
せ
ば
い
い
。

社
会
通
念
か
ら
逸
脱
す
る

斡
旋
は
批
判
を
招
く
。
批

判
を
浴
び
る
の
は
斡
旋
を

受
け
な
い
残
さ
れ
た
私
た

ち
で
す
。

こ
ん
な
ペ
ー
ス
じ
ゃ

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
１

年
か
２
年
で
転
勤
さ
せ
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
る

（
地
域
手
当
が
６
％
の
）

80
人
の
当
署
。
そ
ん
な
当

署
の
今
期
の
配
転
者
は
た

っ
た
10
人
。
『
こ
ん
な
ペ

ー
ス
や
っ
た
ら
８
年
か
か

る
や
ん
』。

健
康
第
一
の
職
場
を

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

打
ち
合
わ
せ
の
自
己
紹

介
で
指
示
区
分
を
受
け
て

い
る
職
員
が
３
人
も
い

た
。
共
通
項
は
「
40
代
で

一
生
懸
命
」
。
ど
こ
の
署

長
も
挨
拶
で
は
、
大
概
最

後
に
「
健
康
は
大
切
だ
か

ら
自
己
管
理
を
十
分
に
」

と
付
け
足
し
の
様
に
話

す
。
「
健
康
第
一
」
と
は

仕
事
に
も
付
き
合
い
に
も

優
先
す
る
こ
と
。
管
理
職

の
配
慮
が
大
切
で
す
。

何
と
か
し
て
の
悲
鳴
が

【
北
大
阪
・
豊
能
分
会
】

６
月
の
一
時
金
の
明
細

を
見
た
ら
支
給
金
額
は
昨

年
と
一
緒
。
と
こ
ろ
が
、

税
金
と
社
会
保
険
料
ア
ッ

プ
で
支
給
額
は
減
額
。

「
地
方
税
ア
ッ
プ
に
苦
情

が
殺
到
」
の
報
道
の
通
り
、

ま
さ
に
弱
者
に
増
税
、
金

持
ち
に
減
税
を
実
感
。
納

税
者
か
ら
増
税
を
怒
ら

「匿名意見を認めるべきですか」
の設問に
■「実名でよい」と

答えた人の意見
▽匿名の意見は責任がなさすぎ

▼自分の仕事に関する意見なので

実名で良いと思う　▽実名でも苦

情を言いたい人は多い

■「匿名を認めるべき」と
答えた人の意見

▽管理者に問題がある場合、人

間関係を壊す可能性がある場合、

実名では意見を出せない　▼必ず

人探しをする　▽匿名でないと言

いたい事が言いにくい組織である

から　▼（匿名の方が）率直な意

見を言いやすい　▽この職場、実

名でどれだけ意見が述べられるの

か疑問である　▼“一元化ありき”

の幹部や局職員と、実務を経験し

ている試行署職員では立場も価値

観も大きく開きがある。また、一

般の署職員とも一元化に対する温

度差は大きい。そうした中での実

名での意見は抵抗がある　▽実名

にする意図は何か　▼上層部は

「建設的意見」しか聞く耳を持た

ない様子で、現場の本音を実名で

伝えれば、何らかの処遇後退をさ

れるのでは…？　▽なぜ実名でな

いといけないのか分らない　▼匿

名意見でないと言えない事もある

と思う

■「分らない」と答えた人の意見
（なし）

「アウトソーシングを進めると
していますが、あなたは」の設問
に
■「仕方ない」と答えた人の意見
▽進めるべき　▼署の実情に応

じて配置すべき▽チャンとしたと

ころならいいが、バイトを増やし

ての対応では難しい▼職員しかで

きない仕事など一元化にはない

▽アウトソーシングに出せるよう

に仕事を単純化すべき（管理事務）

▼優秀なアルバイトは沢山いる。

しかし、予算に縛られるため、思

うように使えず、アウトソーシン

グを阻んでいると思う▽申告書発

送の外部委託分だけでも多数のト

ラブル発生、それでもというなら

仕方なし。責任者が責任持つべき

だ

■「職員を増やすべき」と
答えた人の意見

▽現状では「誰でもすぐ覚える」

仕事になってない。長い期間でノ

ウハウを積み上げた上で、希望者

を除いて内部職員として雇うなら

いい　◇アウトソーシングが馴染

む職場ではないと思う（守秘義務

が重いから）社会保険庁みたいに

なるかも◇職員を減らして責任感

の乏しい人々が増えるというのは

組織にとってマイナスになると思

う　◇そもそもアウトソーシング

を検討するのであれば、完全に公

務と民間を切り離して考えて欲し

い、中途半端はおかしい。アルバ

イトの活用は何になるのか　◇書

類の管理や個人情報漏洩が囁かれ

ているのに、アウトソーシングす

ること自体どうかしている

■「分らない」と答えた人の意見
▽ある程度のアウトソーシング

は進めても良い、可能であると考

えますが、現状では体制が整って

いない（ソフト面、ハード面両方

で） ▼アウトソーシングでしっ

かり事務が進んで、後々問題が生

じないのであれば進めても良いと

思う

「心身の健康状態は一元化担当
になる前後で変わりましたか」の
設問に
■「良くなった」と

答えた人の意見
▽いろんな人と一緒に仕事がで

きる

■「悪くなった」と
答えた人の意見

▽窓口にいれば新しいことだら

け。納管でもミスの訂正ばかり。

おまけに「あいつは他の仕事を覚

えない」と後ろ指。居たたまれな

い　▼いろいろ不調が出た　▽ス

トレスは向上した　▼昼休みも当

番があるので、ゆとりがない。来

客があると（休憩時間は）ウヤム

ヤになってしまう　▽精神的プレ

ッシャーも常にあるが、仕事がだ

んだん忙しくなった。人と機械類

が１Ｆに集中し、職場環境も悪い

▼精神的にストレスによる肩こり

や頭痛がひどくなってきた　▽忙

しくて休みにくくなった。風邪を

引きやすい　▼「全系統の知識」

を強要されているということで、

常に精神的な圧迫を感じる

■「変わらない」と
答えた人の意見

▽調査担当時に比べて残業が減

り、身体は楽になったと感じる

■「分らない」と答えた人の意見
（なし）

も
の
の
時
間
管
理
が
徹
底
さ

れ
な
い
こ
と
や
休
憩
場
所
を

確
保
で
き
て
い
な
い
た
め
」

で
あ
り
、
「
こ
う
し
た
現
状

を
顧
み
る
こ
と
な
し
に
、
昼

休
み
時
間
帯
に
相
談
等
を
行

わ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
本

末
転
倒
」
と
申
し
入
れ
た
。

申
入
れ
か
ら
２
ヵ
月
経
っ

て
も
、
現
状
の
問
題
点
を
是

正
す
る
措
置
は
な
ん
ら
と
ら

れ
て
い
な
い
。

密
室
・
秘
匿
の
「
検
討
」、

職
員
と
労
働
組
合
の
理
解
と

納
得
を
得
な
い
ま
ま
の
「
結

論
」
は
論
外
で
、
改
め
て
、

①
平
常
業
務
に
お
け
る
昼
休

み
時
間
の
確
保
及
び
②
確
定

申
告
期
の
昼
休
み
時
間
確
保

の
た
め
、
最
低
限
以
下
の
措

置
を
求
め
る
。

■
平
常
業
務
に
お
け
る
昼
休

み
時
間
の
確
保
措
置
■

１
　
対
象
職
員
の
管
理
者
は

当
該
職
員
に
割
り
振
り
時
間

や
昼
休
み
時
間
の
開
始
と
終

め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ

る
。

５
　
勤
務
時
間
割
り
振
り
に

よ
り
生
じ
る
正
規
執
務
時
間

帯
の
要
員
不
足
状
況
に
対

し
、
要
員
が
必
要
な
業
務
が

予
定
さ
れ
た
り
、
突
発
的
業

務
が
生
じ
る
時
は
、
応
援
要

員
を
随
時
確
保
す
る
。

６
　
食
事
、
自
由
な
行
動
が

気
兼
ね
な
く
行
使
で
き
る
よ

う
、
昼
休
み
時
間
の
休
憩
場

所
を
確
保
す
る
。
仮
に
、
確

保
で
き
な
い
場
合
は
勤
務
時

間
の
割
り
振
り
に
よ
る
昼
休

み
の
対
応
は
行
わ
な
い
。

７
　
昼
休
み
の
時
間
確
保

は
、
管
理
者
責
任
で
確
実
に

実
施
す
る
。
そ
の
励
行
に
無

責
任
な
管
理
者
に
対
し
、
必

要
な
矯
正
措
置
を
行
う
。

（
確
申
期
に
お
け
る
昼
休
み

時
間
の
確
保
措
置
は
次
号
で

掲
載
）

了
時
間
を
的
確
に
通
知
し
周

知
す
る
。
同
時
に
、
部
門
全

体
で
も
確
認
し
あ
う
措
置
を

講
じ
る
。

２
　
昼
休
み
時
間
開
始
前
の

業
務
状
況
を
確
認
し
、
業
務

打
ち
切
り
や
他
の
割
り
振
り

職
員
へ
の
引
継
ぎ
等
の
措
置

を
講
じ
、
対
象
職
員
に
昼
休

み
に
入
る
よ
う
告
知
す
る
。

３
　
割
り
振
ら
れ
た
時
間
帯

に
休
め
な
い
場
合
、
昼
休
み

を
保
障
す
る
こ
と
を
第
一
義

的
に
、
管
理
者
責
任
で
時
間

帯
を
ず
ら
す
措
置
を
講
じ
、

万
が
一
、
時
間
帯
を
ず
ら
せ

な
い
時
は
、
正
確
に
超
過
勤

務
の
措
置
を
行
う
。

４
　
「
昼
休
み
時
間
周
知
・

実
施
管
理
簿
」
を
策
定
し
、

管
理
者
・
対
象
職
員
が
確
認

し
た
上
で
署
長
に
提
出
し
、

署
長
は
的
確
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
と
も
に
完
全
保
障
の
た

全
国
税

は
、
庁
当

局
の
「
昼

休
み
時
間

帯
に
お
け

る
窓
口
業

務
の
あ
り

方
の
検
討

開
始
」
に

対
し
「
現

在
昼
休
み

時
間
を
確

保
で
き
て

い
な
い
職

員
が
少
な

く
な
い
。

原
因
は
従

事
者
を
割

り
振
っ
た

文
部
科
学
省
が
高
校
教
科

書
の
検
定
で
、
沖
縄
戦
で
の

「
集
団
自
決
」
の
記
述
に
つ

い
て
、
「
実
態
に
つ
い
て
誤

解
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
表

現
で
あ
る
」
と
の
意
見
を
つ

共
通
す
る
要
求
課
題
を
年

２
回
開
催
す
る
長
官
交
渉
等

で
追
及
。
ま
た
「
他
局
と
異

な
る
人
事
運
用
は
し
て
い
な

い
」
と
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
回
答

に
終
始
す
る
当
局
に
対
し
、

具
体
的
事
実
を
示
し
、
「
沖

縄
格
差
」
根
絶
を
強
く
求
め

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
と
し
は
北
海
道

地
連
が
「
沖
縄
ツ
ア
ー
」
で

交
流
を
深
め
、
「
人
と
人
の

全
労
連
、
連

合
と
い
う
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー
の
違
い
を
超

え

て

つ

く

る

「
全
国
税
・
沖
縄

国
公
労
全
税
支

部
協
議
会
」
は

８
月
24
日
、
第

24
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し

た
。

け
、
日
本
軍
に
よ
る
命
令
、

強
制
・
誘
導
な
ど
の
表
現

を
削
除
・
修
正
さ
せ
た
こ

と
は
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

協
議
会
大
会
の
討
議
の

中
で
、
垣
花
副
代
表
委
員

は
「
沖
縄
県
民
の
激
し
い

怒
り
を
呼
ん
で
い
る
」
「
沖

縄
県
内
41
全
市
町
村
議
会

と
、
沖
縄
県
議
会
は
二
度

に
わ
た
る
検
定
意
見
の
撤

回
・
同
記
述
の
回
復
要
請

の
意
見
書
を
可
決
│
│
こ

れ
ら
の
意
見
書
は
、
い
ず

れ
も
『
集
団
自
決
』
は
日

本
軍
に
よ
る
関
与
な
し
に

起
こ
り
得
な
か
っ
た
紛
れ

も
な
い
事
実
で
、
数
多
く

の
体
験
者
の
証
言
が
あ
る

と
の
趣
旨
で
共
通
し
て
い

る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
「
沖
縄
戦
の

『
集
団
自
決
（
強
制
集
団

死
）
』
へ
の
日
本
軍
関
与
削

除
の
撤
回
を
求
め
る
ア
ピ

ー
ル
」
を
採
択
し
、
９
月

29
日
に
開
催
さ
れ
る
島
ぐ

る
み
の
検
定
意
見
撤
回
県

民
集
会
に
連
帯
し
ま
し
た
。

で
の
友
好
と
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
垣
花
副
代
表

委
員
か
ら
「
日
常
的
な
活
動

は
一
定
困
難
に
直
面
し
て
い

る
が
、
こ
と
し
12
月
14
日
の

『
50
周
年
記
念
』
に
む
け
、

組
織
拡
大
で
新
た
な
扉
を
開

き
た
い
」
と
の
決
意
が
示
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
を

強
く
大
き
く
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
労
働
強
化
反

対
、
公
正
で
明
朗
な
人
事

確
立
、
差
別
根
絶
を
柱
と

し
た
運
動
方
針
を
満
場
一

致
で
採
択
。

代
表
委
員
に
山
口
潤
一

郎
全
国
税
委
員
長
、
副
代

表
委
員
に
垣
花
譲
二
全
税

支
部
委
員
長
を
選
出
し
ま

し
た
。

全国税・全税支部協議会第24回定期大会終了

ふ
れ
あ
い

は
良
い
も

の
で
、
気

持
ち
が
通

じ

合

う

」

と
の
報
告

に
、
組
合

員
レ
ベ
ル

歴
史
の
事
実
隠
す
な

垣
花
譲
二
全
税
支
部
委
員
長

昼休み完全保障で当局責任果たせ
告知の励行、実態チェックの徹底を

一元化試行従事者の意見です ４

沖
縄
戦
集
団
自
決
「
強
制
」
削
除
の

教
科
書
検
定
で
ア
ピ
ー
ル
も
採
択


